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幼稚園の人材確保支援事業 事業結果報告書 

 

調査研究テーマ 
離職防止･定着促進 及び 新規採用の促進 及び 離職者の再就職促進 

及び その他人材確保に必要な取組 

調査研究課題 

①離職防止･定着促進として、キャリアアップ事業の展開と、団体内職員同士

の交流の場の設置 

②新規採用の促進として、積極的な情報開示と養成校との連携強化 

③離職者の再就職促進として、PTA からの人材掘り起しや UIJ 希望者へのアプ

ローチ 

④その他人材確保に必要な取組として、資格取得可能な養成校への進学を選択

してもらえるような、高校生へのアプローチ 

機関名 熊本市私立幼稚園･認定こども園協会 

代表者 

氏名 伊藤 大介 

所属部署  職名 会長 

所在地 熊本県熊本市中央区国府 1 丁目 11 番 2 号 3 階 

実施期間 平成 30 年 5 月 28 日から 平成 31年 3月 29 日まで 
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●調査研究の要旨 
 

１．本事業の目的 

 本事業の目的は、私立幼稚園の人材確保が困難な状況から、下記内容の事業を実施し、調査

・分析及び効果測定を行い、継続可能かつスモールスケールでの事業を実施することである。 

 

２．各調査の研究課題 

 （1）離職防止・定着促進 

    単園だけでの努力では限界がある為、キャリアアップ研修を行うことで国の施策を活

用した処遇改善に繋いだ。私学助成園と認定こども園との間で、当事業に対する関心度

の違いが大きく、活用度合いの温度差を感じた。 

    

 （2）新規採用の促進 

    学生と若手職員との交流会、養成校における就職説明会等、若手の職員を活用したこ

とで、学生にとって近い将来のビジョンを描きやすい事業とすることができた。 

合同就職説明会について、天災の影響による日程変更により熊本での開催に集客が想

定通りとはいかなかった。時期が遅くなったことにより、既に多くの学生は就職活動が

終わってしまっており、費用に対して成果が見られなかったことを反省する。 

求人ガイドについて、発行当初に比べ加盟園からの情報開示が多くなされるようにな

った。また、説明会等で得た就職希望者からの声をもとに、コラムを構成したことで、

求人情報だけではない、就職に際する情報提供ができるものとなった。 

    

 （3）離職者の再就職促進 

    PTA 団体との協力による、保護者のなかからの潜在保育士の掘り起しを目的とした再

就職支援研修会を実施したが、二年目ということで昨年度に比べると参加者が少なかっ

た。保護者の在園機関等を考慮すると、毎年ではなく隔年などに実施するなど頻度の検

討が必要である。 

 

 （4）その他 

    高校生向けイベントへの出展について、1000 名近いブース来場者があった。養成校の

ブースを並びに設置してもらったことで、超遅延の先生という職業に関心を持った高校

生に養成校の紹介ができたことは、人材確保へ向け大変有意義だったと考える。 
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●組織図及び体制図 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学識経験者 

 

指導・助言 

 

教育関係者 

 

指導・助言 
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（１） 調査研究実行委員会体制 

代表者  伊藤 大介 

実行委員氏名 
所属機関 

所属・職名 
具体的な役割分担 

高崎 文子 熊本大学教育学部 准教授 学識経験者・教育関係者 

金戸 清隆 ルーテル学院大学人文学科 教授 学識経験者・教育関係者 

柴田 賢示 西日本教育医療専門学校 本部長 養成機関 

塘岡 弘幸 熊本県総務部総務私学局私学振興課 課長 行政関係者 

上村 鋭二 
熊本市教育委員会事務局 

教育総務部教育政策課課長  
行政関係者 

濱石 浩二 熊本市私立幼稚園･認定こども園 PTA 連合会 会長  関係団体 

大矢野 隆嗣 熊本県私立幼稚園連合会 理事長 関係団体 

伊藤 大介 熊本市私立幼稚園･認定こども園協会 会長 協会関係者（代表） 

鷲山 恵真 熊本市私立幼稚園･認定こども園協会 副会長 協会関係者 

徳山 理恵 

熊本市私立幼稚園･認定こども園協会 及び 

熊本市私立幼稚園･認定こども園 PTA 連合会 

事務局  

協会関係者（実務全般） 

 

（2） 研究協力団体の概要 

 団体名等 団体等の活動概要 

１ 
熊本市私立幼稚園･認定こども園 

PTA 連合会 

熊本市内の私立幼稚園･認定こども園 PTA（保護者会等）団

体をもって組織され、幼児教育の機会均等と推進並びに幼稚

園･認定こども園の設備・充実を期するために研究し、その

結果を実践に移すことを目的とする。 

２ 熊本県私立幼稚園連合会 熊本県内の私立幼稚園及び認定こども園で構成される 

３ 
政令指定都市私立幼稚園 

団体協議会 
全国 20 の政令指定都市の幼稚園団体により構成される 
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人材確保事業 場所 時間 担当者

5月28日 (月) 若手職員交流会 熊本テルサ 15:00～17:00 伊藤・鷲山・徳山

6月11日 (月) 設置者・園長研修会(労務管理研修会) 鶴屋カーネーションサロン 10:30～13:30 伊藤・鷲山・徳山

6月23日 (土) 若手職員と就労希望者との交流会 熊本テルサ 10:00～12:00 伊藤・鷲山・徳山

7月5日 (木)

7月6日 (金)

7月19日 (木) 第一回調査研究実行委員会 サンアイ水前寺会議室 15:00～17:00 伊藤・鷲山・徳山

7月31日 (火) 合同就職説明会 ホテル日航福岡 13:00～16:00 伊藤・鷲山・徳山

8月13日 (月)
熊本県雇用環境整備協会主催
UIJターン合同面談会

くまもと県民交流館パレア 13:30～16:00 伊藤・徳山

9月5日 (水) キャリアアップ研修会A-1 ルーテル学院大学 15:00～18:00 徳山

9月21日 (金) キャリアアップ研修会B-1 ルーテル学院大学 15:00～18:00 徳山

9月26日 (水) キャリアアップ研修会A-2 ルーテル学院大学 15:00～18:00 徳山

10月6日 (土) 合同就職説明会 ザ・ニューホテル熊本 13:00～16:00 ※台風の為延期

10月11日 (木) 離職者向け就労支援研修会① くまもと県民交流館パレア 9:00～12:00 伊藤・鷲山・徳山

10月12日 (金) 離職者向け就労支援研修会② くまもと県民交流館パレア 9:00～12:00 伊藤・鷲山・徳山

10月25日 (木) キャリアアップ研修会B-2 ルーテル学院大学 15:00～18:00 徳山

10月29日 (月) お仕事探検フェア出展者説明会 グランメッセ熊本 午後 徳山

11月9日 (金) キャリアアップ研修会A-3 熊本市民会館 15:00～18:00 徳山

11月11日 (日) 合同就職説明会(10/6延期分) ホテル日航熊本 17:00～19:00 伊藤・鷲山・徳山

11月28日 (水) 第2回調査研究委員会 サンアイ水前寺会議室 15:00～17:00 伊藤・鷲山・徳山

11月29日 (木) キャリアアップ研修会B-3 ルーテル学院大学 15:00～18:00 徳山

12月7日 (金) キャリアアップ研修会A-4 国際交流会館 15:00～18:00 徳山

12月11日 (火) お仕事探検フェア設営 グランメッセ熊本 終日 徳山

12月12日 (水)
雇用環境整備協会主催
お仕事探検フェア

グランメッセ熊本 終日 伊藤・鷲山・徳山

1月24日 (木) キャリアアップ研修会B-4 ルーテル学院大学 15:00～18:00 徳山

1月25日 (金) 主任会(管理者研修会) サンアイ水前寺会議室 15:00～16:30 伊藤・徳山

熊本市主催　UIJターン合同就職面談会 シーバンスホール(東京都) 12:00～17:00 伊藤・徳山

熊本県主催　熊本コネクション第交流会・総会 シーバンスホール(東京都) 18:15～21:00 徳山

1月28日 (月) 労働局主催　女性のためのお仕事探しフェア くまもと県民交流館パレア 12:00～17:00 徳山

1月31日 (木) 第三回調査研究実行委員会 サンアイ水前寺会議室 15:00～17:00 伊藤・鷲山・徳山

2月15日 (金) キャリアアップ研修会A-5 国際交流会館 15:00～18:00 徳山

2月18日 (月) 養成校での就職説明会 平成音楽大学 13:00～15:00 伊藤・徳山

養成校での就職説明会 熊本ＹＭＣＡ学院 14:00～15:00 伊藤・徳山

キャリアアップ研修会B-5 ルーテル学院大学 15:00～18:00 徳山

3月4日 (月) 広報用　ママ先生座談会取材 クルカフェ 15:00～16:30 徳山

3月11日 (月) 広報用　男性先生座談会取材 サクラキノイエ 15:00～16:30 徳山

3月12日 (火) 第4回調査研究実行委員会 サンアイ水前寺会議室 15:00～17:00 伊藤・鷲山・徳山

3月20日 (水) 2019版求人ガイド発行

内定者研修会 熊本テルサ 9:00～12:00 伊藤・鷲山・徳山

中堅職員研修会 熊本テルサ 13:00～16:00 伊藤・鷲山・徳山

管理者研修会 熊本テルサ 17:00～20:00 伊藤・鷲山・徳山

ホームページ構築及び管理 徳山

各所との打ち合わせ　及び　資料作成 等 徳山

チラシ等　デザイン及び作成 徳山

申請書及び報告書および決算書等　資料作成 徳山

3月23日 (土)

随時

伊藤・鷲山・徳山

2月21日 (木)

1月26日 (土)

熊本市私立幼稚園･認定こども園協会　平成30年度人材確保支援に関する活動

他都市との情報交換
(政令指定都市私立幼稚園団体協議会)

ホテルグランヴィア京都 終日
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【若手職員交流会】 ＊離職防止・定着促進＊ 
 

（1）目的 

   【大きな柱】団体であることを活用し、自園だけはなく他園職員との交流を図ることにより、

仲間づくりと情報共有などに繋ぐ。 

●ワークショップ（ワールドカフェ） 

(1)一つの課題に対し自由な意見を出し合うことで、新たな気づきや相互理解を深める 

    (2)近い立場にある者同士で話し合うことで、共感性を高め、仲間意識に繋ぐ 

   ●交流会（ティタイム） 

    (3)リラックスしたなかで相互の交流を深め、自園以外の同期、仲間のつながりを作る 

  

（2）取組内容 

   ①日時 平成 30 年 5 月 28 日(月) 15:00～17:00 

 ②会場 熊本テルサ たい樹の間 

   ③内容 ●ワークショップ（ワールドカフェ） 

   ●交流会（ティタイム） 

   ④対象者 加盟園に在籍する就労 3 年目までの若手職員 

 ⑤募集方法 加盟園設置者･園長への案内文書及び加盟園へのチラシ配布。 

       ホームページやＳＮＳを利用したチラシ掲示などの広報 

⑥参加者 加盟園 45 園中 25 園 43 名（1 年目 16 名、2 年目 18 名、3 年目 9 名） 

 

（3）取組成果及び検証と普及・啓発について 

  ●仕事を辞めたいと思うことがあるかとの設問に対し、「よくある」「たまにある」が 63％

を占めた。想定していたよりも高い数値で、若手の離職に関する危機感が強まった。 

●相談する相手としては、「園外の友人知人」が 28％を占め、職場に相談相手がいないとい

う実情がわかった。なお、「園長」「主任等の管理者」は合わせてもわずか 13％であった。 

  ●普段から自園以外の職員との交流があるかとの設問には、「ほとんどない」「全くない」が

49％を占め、閉鎖的な職場環境であることが想像された。 

  ●今回の交流会が役に立ったかとの設問には 98％が良かったと回答し、88％が次回も参加し

たいとの回答であった。 

  

（4）他団体が同様の取り組みを行う場合の留意点 

   ●各園の設置者･園長に、事業についての理解を得ることにより、多くの園からの参加者が見

込めると思われる。 

   ●アンケートの項目に、それぞれの回答に対する理由を記すようにすると、何に対して好評

だったのかが分かりやすくなる。 

 

（5）今後の課題について 

参加園が半数ほどしかなく、全園から全若手職員が参加できるような環境づくりと、設置者･

園長の理解が必要である。 
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【設置者･園長研修会】 ＊離職防止・定着促進＊ 

（1）目的 

   【大きな柱】設置者園長等へ「労務に関する研修」を行うことにより、各園単位での労働環

境の整備に繋ぐ 

●情報提供（幼児教育無償化について） 

(1)情報を共有することにより、それぞれの園で職員への情報提供ができるようになる 

    ●講演会（労働環境整備について～働きがいのある職場を目指して～） 

    (2)労働環境整備について、キャリアコンサルタントによる講演を受けることにより、そ

れぞれの園での労働環境の見直しに繋ぐ 

   ●情報交換会 

    (3)施設のタイプごとに組まれたグループでの情報交換をすることにより、自園の労働環

境の見直しに繋ぐ 

 

（2）取組内容 

 ①日時 平成 30 年 6 月 11 日(月) 10:30～14:00 

 ②会場 鶴屋カーネーションホール 

 ③内容 ●情報提供（幼児教育無償化について） 

    ●講演会（労働環境整備について～働きがいのある職場を目指して～） 

      ●情報交換会 

④対象者 加盟園の設置者または園長等管理者 

⑤参加者 加盟園 45 園中 27 園 30 名 

 

（3）取組成果及び検証と普及・啓発について 

   ●園の人材確保状況は充足しているかとの設問に対し、「人手不足」が 13％、「余裕はな

いが足りている」が 70％であった。ただし、現実問題として、職員数が足りていない場

合にはそもそもの運営が不可能なため、この様な回答状況になったと思われる。実情とし

ては 83％が人手に余裕のない状態での運営をしている。 

   ●人材確保に関する問題点として、「新卒者不足」が 48％、「有資格者不足」が 22％とな

り、そもそものパイが足りないと感じている回答が多くみられた。また、「職業イメージ」

が 26％、「賃金」が 39％を占め、就労先としての幼稚園(認定こども園)を選択してもら

えない状況を感じているようだ。 ※複数回答 

   ●研修が役に立ったかとの設問に対し、「良かった」「まあまあ」が 95％を占めた。また、

研修を受けたことで労働環境整備への今後の取り組みを「強化する」「検討する」が 91

％であった。 

 

（4）他団体が同様の取り組みを行う場合の留意点 

 

 

（5）今後の課題について 

  危機感を持ち変革を急務だと認識している園と、旧態依然とした園との温度差に、団体として

どのように対応していくのかを考えなければならない。 

  団体として事業をする以上は、共通認識を持つことが大前提であると感じた。 
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【若手職員と就労希望者との交流会】 ＊新規採用の促進＊ 

（1）目的 

   【大きな柱】若手職員との交流会を実施することにより、就労希望者(主に学生)の不安解消

や就労後のビジョンに繋ぐ 

●ワークショップ（トークフォークダンス） 

(1)多くの設問に、多くの対象者(学生は職員へ、職員は学生へ)と意見を交換することによ

り、多様な考え方があることを学ぶ 

   ●交流会（ティタイム） 

    (2)リラックスしたなかで相互の交流を深め、園長や管理者等には聞きづらい実情や小さ

な悩み、不安等を近い目線での相談相手を得ることにより、就労意欲を高める 

 

（2）取組内容 

 ①日時 平成 30 年 6 月 23 日(土) 10:00～12:00 

 ②会場 熊本テルサ たい樹の間 

 ③内容 ●ワークショップ（トークフォークダンス） 

   ●交流会（ティタイム） 

 ④対象者 加盟園に在籍する就労 3 年目までの若手職員 と 就労希望者 

 ⑤募集方法 加盟園設置者･園長への案内文書及び加盟園へのチラシ配布。 

       九州管内養成校へのチラシ配布。 

       ホームページやＳＮＳを利用したチラシ掲示などの広報 

⑥参加者 職員 22 名 就労希望者 28 名 

 

（3）取組成果及び検証と普及・啓発について 

   ●就職先を決めるにあたり重要視するものは何かとの設問に対し、8 つの選択肢の中から

「職場の雰囲気」を最も重要視するとし、次いで「勤務時間や休み」であった。「賃金」

は三番目であり、就労希望者が働き方を重要としていることがわかった。 

   ●就職活動に関する不安や困りごとに関し、「ある」「少しある」との回答が 100％であっ

た。また、その内容としては「雇用条件がわからない」「就職先に関する情報が少ない」

という回答が多く、情報不足を感じていることが分かった。「就職する前に何をすればよ

いのか分からない」という回答も多く、交流会や学校訪問など説明をする機会を多く設け

る必要があると感じた。 

   ●交流会参加したことにより不安解消につながったかとの設問に対し、「解消できた」23

％、「少しだけ解消できた」77％であり、全ての参加者に対して何らかの不安解消の場に

なることができた。 

   ●交流会に参加して就職に関する意欲が高まったかとの設問に対し、「高まった」73％、「少

し高まった」27%であり、全ての参加者への就職に対する意欲向上に役だったようだ。 

 

（4）他団体が同様の取り組みを行う場合の留意点 

   若手職員の在り方を、年齢で区切るのか経験年数で区切るのか、考える必要がある。 

 

（5）今後の課題について 

土曜日に開催したことで、学生の参加者が昨年度に対し増加した一方で、職員の参加者が減

少した。職員の参加を勤務時間とみなす場合、土曜日を休みとしている幼稚園からの職員参
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加をしてもらうためには検討が必要である。 
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【他都市との情報交換】（政令指定都市私立幼稚園団体協議会への参加） 

 ＊その他＊ 
（1）目的 

【大きな柱】政令指定都市のつながりを活用し、他都市の取り組みや状況など、情報交換を

図る 

●意見交換会 

(1)各都市の団体運営をしている者との交流、意見交換を図ることにより、活動の参考と

する 

    ●分科会 

『魅力ある職場としての私立幼稚園に向けて ～職場環境の向上と人材確保の方策～』 

     (2)人材確保について先進的な取組をしている都市の事例を学び、活動の参考とする 

 

（2）取組内容 

   ①日時 平成 30 年 7 月 5 日(木) ～ 6 日(金) 

   ②会場 ホテルグランヴィア京都 

 ③内容 ●意見交換会 

    ●分科会 

 ④参加者 政令指定 20 都市より幼稚園関係者及び行政担当者など 258 名 

        熊本市より 10 名(行政官 1 名含む) 

 

（3）取組成果及び検証と普及・啓発について 

  他都市の「人材確保に関する事業」に携わっている者との情報交換をすることができ、運営方

法や集客方法など参考になった。また、今後も情報交換をし合えるような関係づくりができた。 

 

  ※西日本豪雨の影響を受け、二日目(7/6)に予定されていた人材確保に関する分科会を、途中

退席しなければならない事態となった。今回の参加の主な目的の一つが分科会だった為、

非常に悔やまれる。 

また、神戸以西の陸路が寸断され、また関西圏からの航空便も運航の見込みが不明だった

ため、急遽ルート変更をし、東京まで新幹線、東京から熊本を航空便での帰路となった。 

 

（4）他団体が同様の取り組みを行う場合の留意点 

  事前に、人材確保について取り組みをしている都市を把握しておく必要がある。 

 

（5）今後の課題について 

  人材確保に関する情報交換にとどまらず、今後事業展開について意見交換ができるようになる

とさらに相互の発展につながるのではないか。 
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【合同就職説明会福岡会場】 ＊新規採用の促進＊ 

（1）目的 福岡県内に養成校に在籍する学生からの人材確保 

 

（2）取組内容 

 ①日時 平成 30 年 7 月 31 日(火) 13:00～16:00 

 ②会場 ホテル日航福岡 

 ③内容 福岡県内の養成校に在籍する学生に向けた合同就職説明会 

 ④出展園 加盟園 9 園 

 ⑤来場者 就労希望者 10 名 養成校 1 校 

  

（3）取組成果及び検証と普及・啓発について 

昨年度は来場者が 1 名のみという状態であったのに対し、10 名になったことは前進である。

また、養成校から担当職員の来場があり、参加できなかった学生に対しての情報を持ち帰っ

てもらうことができた。 

しかし、費用対効果を考えた場合、次年度の福岡での開催の是非を検討する必要がある。 

 

（4）他団体が同様の取り組みを行う場合の留意点 

   学生からのニーズがどれだけあるのかの事前リサーチが重要になる 

 

（5）今後の課題について 

熊本から福岡に進学する学生が就職に関する情報を得るにあたり、福岡での就職説明会が必

要なのか、養成校就職担当者などへの聞き取りを再度行う必要がある。 
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【熊本県雇用環境整備協会主催ＵＩＪターン合同就職面談会への出展】 

＊離職者の再雇用促進＊ 
 

（1）目的 熊本県内に就職を希望している求職者からの人材確保 

 

（2）取組内容 

 ①日時 平成 30 年 8 月 13 日(月) 13:30～16:30 

 ②会場 くまもと県民交流館パレア パレアホール 

 ③内容 熊本県内に就職を希望している求職者へ向けた面談会へ団体として出展 

 ④来場者 10 名(全体来場者 66 名) 

 

（3）取組成果及び検証と普及・啓発について 

主催者から声をかけてもらっての、出展。お盆期間を利用した UIJ ターン希望者が対象との

ことで、離職者の再雇用を想定していたが、実際には学生(31 年 4 月新卒者)がほとんどであ

った。 

教諭及び保育士としての就労希望者だけではなく、調理師や栄養士、看護師としての就労希

望者もあったが、採用条件などについて教諭及び保育士以外の情報を用意していなかった。

教諭及び保育士と限定していない合同就職説明会の場合には、園に携わる多様な職種に関す

る情報を準備する必要があると感じた。 

 

（4）他団体が同様の取り組みを行う場合の留意点 

   募集を「教諭及び保育士」のみとするのか、全職種にするのかを、事前に決めて参加をした

ほうがよい 

 

（5）今後の課題について 

他業種も集まる、本事業のような場合には、教諭や保育士だけではなく、園で募集をする全

職種を想定しての準備が必要である。 
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【合同就職説明会熊本会場】 ＊新規採用の促進＊ 

（1）目的  出展園だけではなく、就職コンシェルジュブースを設けることで熊本市への幼稚園

就職希望者が情報を一括して取得できるようにするし、主に養成校に在籍する学生

からの人材確保 

 

（2）取組内容 

①日時 平成 30 年 11 月 11 日(日) 17:00～19:00 

    ②会場 ホテル日航熊本 

    ③内容 幼稚園及び認定こども園へ就職を希望する者向け合同就職説明会の実施 

  ⑤出展園 加盟園 16 園 

    ⑥来場者 就労希望者 16 名 

  

※参考 当初予定は以下の通り。台風のため日程を変更して実施 

①日時 平成 30 年 10 月 6 日(土) 13:00～16:00 

    ②会場 ザニューホテル 

    ③内容 幼稚園及び認定こども園へ就職を希望する者向け合同就職説明会の実施 

  ⑤出展園 11 園(予定) 

    ⑥来場者目標 30 名 

 

（3）取組成果及び検証と普及・啓発について 

チラシやインターネットなどでの告知を広く行っていたが、台風のため実施日が変更となっ

てしまった。養成校への聞き取りから時期を決めていたため、当初開催予定前日や当日の実

施に関する問い合わせが 36 件あったが、実施日変更のため、変更による実際の来場者は 16

名のみであった。 

実施日が 11 月となってしまったことで、多くの就職希望者は既に就職先が決まっている状態

にあることと、各養成校の学校行事等と重なってしまったことが大きな要因と考えられる。 

ただ、11 月実施に当たり、保育士向け合同就職説明会を行っている熊本県社会福祉協議会と

連携し、同日の時間をずらした開催をすることができ、団体として今まで交流の無かった「福

祉関係の求人をしている団体」とのつながりを持つことができたことは、認定こども園にな

り保育士が必要な今後につながるのではないか。 

 

（4）他団体が同様の取り組みを行う場合の留意点 

   実施時期について、団体の都合の良い時期ではなく、養成校及び学生の希望する時期に行う

ことが必須である。 

 

（5）今後の課題について 

   天災などの場合、延期して実施することの是非を考える必要がある。費用対効果を考えると、

就職希望者のニーズに合わない時期になるようであれば、延期ではなく中止の判断も必要と

考える。 
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【離職者向け再就職支援研修会】 ＊離職者の再就職促進＊ 

（1）目的 PTA 団体と連携し、幼稚園の「共働きでない家庭が多い」特性を活かした保護者の中 

の潜在教諭(保育士)の掘り起しを行う。 

 

 （2）取組内容 

 ①日時 平成 30 年 10 月 11 日(木)及び 12 日(金) 9:00～12:00 

   ②会場 くまもと県民交流館パレア 第一会議室 

   ③内容 幼稚園及び認定こども園へ就職を希望する離職者に向けた研修会の実施 

       1）助成金など就労に関する各種制度について 

講師：熊本県健康福祉部子ども障がい福祉局子ども未来課 弓掛邦彦氏 

       2）保育現場における発達支援教育について 

講師：熊本市子ども発達支援センター 宮本大輝氏 

       3）熊本市の保育現状について 

講師：熊本市健康福祉局子ども未来部保育幼稚園課 西尾崇氏 

       4）就職活動へ向けて 

講師：一般社団法人スタディライフ熊本代表理事 古川寛子氏 

       5）アレルギーや感染症など、保育現場における対応について 

講師：熊本県小児科医会会長 医学博士 杉野茂人氏 

   ⑤受講者 27 名 

   ⑥募集方法 ＰＴＡ団体へのチラシ配布 

         主に未就学児をターゲットとした子育てフリーペーパーへの広告掲載 

         ホームページ及びＳＮＳによる情報発信 

 

（3）取組成果及び検証と普及・啓発について 

   昨年度に増して広報を行ったが、参加者が少なかった。主なターゲット層としている PTA

からの参加者が少なかったことは、昨年度受講した者が、今年度は受講しなかったことも要

因の一つと考えられる。現在、PTA や未就園児の保護者等のなかの潜在保育士(教諭)を想定

して広報等行っているが、参加者の想定の幅を広げて、広報を行う必要があるのではないか

とも考えられる。 

   内容に関しては、参加者からの評価も高く、再就職を希望する者にとっては有意義なもので

あったと考えられる。    

  

（4）他団体が同様の取り組みを行う場合の留意点 

   幼稚園の特徴である「1 号認定」の保護者からの人材掘り起しを主たる目的としていること

から、離職 5~10 年ほどを想定しての内容組立とした。対象者の想定が重要になる。 

 

（5）今後の課題について 

毎年行う場合、参加者(潜在保育士)がどれくらいあるのか、疑問が生じた。当事業の主なタ

ーゲットが PTA ということを考えると、在園機関を考慮して 2~3 年毎の開催でもよいので

はないか。 
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【熊本県雇用環境整備協会主催お仕事探検フェアへの出展】 ＊その他＊ 

（1）目的 教諭という資格が必要な職種であることを考えると、まずは高校生に進学先として養

成校を選択してもらう必要がある。そこで、高校生へ向けた職業紹介の場を設けるこ

とにより、進学先選択も含めた情報提供で、有資格者の増加を図る。 

 

（2）取組内容 

 ①日時 平成 30 年 12 月 12 日(水) 

 ②会場 グランメッセ熊本 

   ③内容 高校生向け職業体験 

     ※再委託事業のため詳細は別紙報告書あり 

 

（3）取組成果及び検証と普及・啓発について 

主催者と高校がタイアップして、授業の一環として高校生が来場する為、安定した来場者

が見込まれる事業であることがまず大きい。 

また、昨年度出展時に、仕事に興味を持った高校生から「どうしたら幼稚園の先生になる

ことができるのか」という質問を受けた経験から、資格取得ができる養成校との連携を図

り、当団体ブースで「幼稚園先生の体験」をした後に、養成校の紹介ブースへと流れを作

ることができたのは、非常に意味のあることであった。 

別の視点として、主に「保護者が元幼稚園教諭や保育士」という高校生から「幼稚園の先

生は給与が低くきついからやめた方がいいと親に言われた」という声や、高校の先生のな

かでも、同様の意識を持っている方も多く、当協会の求人ガイドを配布することで現在の

給与状況を知ってもらうことができた。 

  

（4）他団体が同様の取り組みを行う場合の留意点 

    主催者へ希望を伝えることが重要。昨年度、企業ブースと学校(大学及び専門学校)ブースが

別の場所にあったため、職業と進学先を想定した会場づくりをしてほしいと意見を出して

いたところ、今年度は企業とそこに関わる学校とを近くに配置してもらうことができた。 

 

（5）今後の課題について 

   今年度は大きな予算をつけ、大々的に実施をすることができたが、次年度以降、どの程度の

規模での出展が可能なのかが懸念事項である。 
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【熊本市主催ＵＩＪターン合同就職面談会東京への出展】  

＊離職者の再就職促進＊ 
 

（1）目的 首都圏に在住しており、熊本での就労希望者への情報提供を行うことにより、人材確

保に繋ぐ 

 

（2）取組内容 

  ①日時 平成 31 年 1 月 26 日(土) 12:00～17:00 

 ②会場 シーバンスホール(東京都) 

 ③内容 首都圏からのＵＩＪターン希望者向け合同就職面談会へ団体として出展 

 ④ブース来場者 3 名 (※全体来場者不明) 

 ⑤その他 会終了後に引き続き行われた、熊本県主催くまもとコネクション総会へも参加 

 

（3）取組成果及び検証と普及・啓発について 

   昨年度に引き続いての出展。首都圏で熊本への就職を希望する者へ向けた事業として、当団

体単独では実施が難しいが、熊本市が主催する事業へのブース出展だったので、準備や告知

集客など、最小限の労力で行うことができた。 

   しかし、今回は会場への来場者も少なく、当ブースでの面談者も 3 名と、費用対効果として

は厳しいものがあった。 

   当初、教諭及び保育士の求人のみの想定で資料等準備をしていたが、途中でポップ等を作り、

バス運転手、事務、看護師、栄養士、調理師など、幼稚園に関わる職種の紹介をした。 

   ただ、当事業へ参加していた熊本市内の企業や団体と話をすることで、今後の人材確保事業

へつながるような意見交換ができたことは、一つの成果だと考えられるのではないか。 

  

（4）他団体が同様の取り組みを行う場合の留意点 

   来場者について事前申込制ではないため、どれくらいの人数が見込めるのか、幼稚園への就

職希望者がいるのかなどわからない状態であることを踏まえて、出展の検討が必要。 

 

（5）今後の課題について 

    現状として、園全体の人材不足により「教諭でありながら、バスの運転もする。給食を作

る」園もあることから、そもそも園に関わる職種を多く募集することで、教諭(保育士)の確

保にもつながるのではないかと考えられるので、このような他業種も集まる説明会の時に

は、園に関わる全ての職種の情報が必要である。 
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【熊本労働局主催女性のためのお仕事探しフェスタへの出展】 

 ＊離職者の再就職促進＊ 
 

（1）目的 女性就労希望者への情報提供を行うことにより、人材確保に繋ぐ 

 

（2）取組内容 

  ①日時 平成 31 年 1 月 28 日(月) 13:00～15:30 

 ②会場 くまもと県民交流館パレア 第一会議室 

 ③内容 就労を希望する女性向けイベントへ、団体として出展 

 ④ブース来場者 6 名 (※全体来場者不明) 

 

（3）取組成果及び検証と普及・啓発について 

   当初、労働局から「子どもの預け先としての幼稚園の紹介をしてほしい」との案内であった

が、当団体の取り組みを説明し、求人での出展もした。 

   女性のみをターゲットとした就労イベントだったため、事業全体の参加者数は少なかったも

のの、ブース来場者は 6 名であった。給与体系の説明や、10 年前との変化、現在の求人状

況などを伝えることができた。 

  

（4）他団体が同様の取り組みを行う場合の留意点 

   求人に関する事業に結びつけるために、団体としての人材確保支援への事取り組み状況を伝

えることが必要。 

 

（5）今後の課題について 

   当団体が人材確保に関する事業に取り組んでいることを、関係各所に知ってもらうことが必

要。 
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【養成校での説明会】 ＊新規採用の促進＊ 

（1）目的 養成校での説明会を実施することにより、より多くの学生への情報提供が可能となる 

 

（2）取組内容 

①日時 平成 31 年 2 月 18 日(月) 13:05～14:35 

 ②会場 平成音楽大学 

 ③内容 若手職員によるパネルトーク及び質疑応答 

 ④対象者 幼稚園及び認定こども園等への就職を希望する学生 

 ⑤参加者 98 名 

 

①日時 平成 31 年 2 月 21 日(月) 13:05～14:35 

 ②会場 熊本 YMCA 学院 

 ③内容 若手職員によるパネルトーク及び質疑応答 

 ④対象者 幼稚園及び認定こども園等への就職を希望する学生 

 ⑤参加者 18 名 

 

（3）取組成果及び検証と普及・啓発について 

   学校での説明会ということで、資格取得をする予定の者に向けた説明会であった。 

   よくある「園長等からの講話」や「就職に関する事務的な説明」ではなく、就職 1~4 年目の

若手職員によるパネルトークを行った。学生にとって、近い感じでの内容であった。 

   学校側からの希望で、卒業生をパネリストとしたことにより、質疑応答では学生生活から就

職へ向けての実際的な事や、学校で取り組んでいた方がいいことなどの「身近な」質問がな

されたことは、昨年度からの内容からさらに「学生のためになる」ものであったのではない

かと考える。 

  

（4）他団体が同様の取り組みを行う場合の留意点 

   養成校と連携し、養成校側の希望時期や内容を事前に調整すること。 

 

（5）今後の課題について 

   男子学生が多く見受けられたことから、パネラーに男性教諭も必要なのではないか。 
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【管理者研修会（主任会）】 ＊離職防止・定着促進＊ 

（1）目的 就職者を迎え体制が変化するであろう新年度へ向け、どのような環境づくりをしてい

けばよいのかを考える機会とする。 

 

（2）取組内容 

 ①日時 平成 31 年 2 月 22 日(金) 15:00～16:30 

 ②会場 サンアイ水前寺会議室 

   ③内容 新年度へ向けた労働環境の整備について 

   ④対象者 教頭や主任など、管理者 

 ⑤参加者 協会加盟園より 39 名 

 

（3）取組成果及び検証と普及・啓発について 

   新年度へ向けた労働環境、体制のための情報交換を行った。 

   園への情報が下りてくるのは「園長」充てであり、様々な園長へ向けた研修や情報提供はな

されるが、現場の要であるにもかかわらず「主任」には直接の情報を取得する機会が無いこ

とから、本研修は大変好評を得ることができた。 

   実際、園長からの情報がきちんと伝わっている園と、そうではない園との差も大きくみられ

た。 

   また、主任同士の横のつながりを作ることで、相談相手や情報交換の機会となったのではな

いか。 

  

（4）他団体が同様の取り組みを行う場合の留意点 

   設置者･園長の理解を得て、主任等が参加しやすい状況をつくること。 

 

（5）今後の課題について 

   欠席の園について「なにがしかの理由で出席がかなわなかったのか」「園長から出席しなく

ていいとされたのか」などを調査し、設置者･園長の意識改革を含め、全園からの出席がで

きるような会にしなければならない。 
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【キャリアアップ研修①】 ＊離職防止・定着促進＊ 

（1）目的 団体として「保育士等キャリアアップ研修」の指定を取得し、研修会を実施すること

により処遇改善に繋ぐ。 

 

（2）取組内容 

    ※共通事項 

①参加者 協会加盟園に限らず、熊本県私立幼稚園連合会加盟園、熊本市保育連盟等から

も参加者あり 

     幼児教育分野 40 名 

     食育・アレルギー分野 45 名 

②工夫 分野ごとに 15 時間の受講が求められているが、受講者の「勤務時間内」で、か

つ 1 号認定児の降園後に実施することにより、時間外勤務の問題に対応した。 

③その他 年度内に修了証の発行及び熊本県への報告 

 

   【A 幼児教育分野】 

    A-1 日時 平成 30 年 9 月 21 日(金) 15:00～18:00 

        会場 九州ルーテル学院大学 

       内容 幼児教育の意義 

       講師 九州ルーテル学院大学名誉教授 白樫静枝氏 

 

    A-2 日時 平成 30 年 10 月 25 日(木) 15:00～18:00 

        会場 九州ルーテル学院大学 

       内容 幼児教育の環境 

       講師 九州ルーテル学院大学名誉教授 白樫静枝氏 

 

    A-3 日時 平成 30 年 11 月 29 日(木) 15:00～18:00 

        会場 九州ルーテル学院大学 

       内容 幼児の発達に応じた保育内容 

       講師 九州ルーテル学院大学名誉教授 白樫静枝氏 

 

    A-4 日時 平成 31 年 1 月 24 日(木) 15:00～18:00 

        会場 九州ルーテル学院大学 

       内容 幼児教育の指導計画記録及び評価 

       講師 九州ルーテル学院大学名誉教授 白樫静枝氏 

 

    A-5 日時 平成 31 年 2 月 21 日(木) 15:00～18:00 

        会場 九州ルーテル学院大学 

       内容 小学校との接続 

       講師 九州ルーテル学院大学名誉教授 白樫静枝氏 

 

   【B 食育･アレルギー分野】 

    B-1 日時 平成 30 年 9 月 5 日(水) 15:00～18:00 

        会場 九州ルーテル学院大学 

       内容 アレルギー疾患の理解 

       講師 小児科医 松本眞一氏 
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    B-2 日時 平成 30 年 9 月 26 日(水) 15:00～18:00 

        会場 九州ルーテル学院大学 

       内容 保育所におけるアレルギー対応ガイドライン 

       講師 小児科医 松本眞一氏 

 

    B-3 日時 平成 30 年 11 月 9 日(金) 15:00～18:00 

        会場 熊本市民会館シアーズホーム夢ホール 

       内容 栄養に関する基礎知識 

       講師 管理栄養士 白土真澄氏 

 

    B-4 日時 平成 30 年 12 月 7 日(金) 15:00～18:00 

        会場 熊本国際交流会館 

       内容 食育計画の作成と活用 

       講師 管理栄養士 白土真澄氏 

 

    B-5 日時 平成 31 年 2 月 15 日(金) 15:00～18:00 

        会場 熊本国際交流会館 

       内容 保育所における食事の提供ガイドライン 

       講師 管理栄養士 白土真澄氏 

 

（3）取組成果及び検証と普及・啓発について 

教諭(保育士)本人に関わることということで、熱心に参加してもらうことができた。運営側

としては、県への申請に関する手続きがあったことや、実施回数が多かったことなど負担

はあったが、講師の協力もあり終了することができた。 

    一分野五回ということに賛否もあったが、他事業者が短期集中型で実施している研修が多

いことを考えると、幼稚園ならではの実施体系でよかったのではないかと考える。 

  

（4）他団体が同様の取り組みを行う場合の留意点 

   少なくとも、県が情報公開をしているキャリアアップ研修と分野が重複しないようにした方

がよい。 

 

（5）今後の課題について 

    私学助成園のなかには「自園には関係がない」と、そもそも職員への案内をしていない園

があったことから、本事業は「園」にではなく「教諭(保育士)個人」に係るものであること

を、理解してもらう必要がある。 
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【内定者研修会】 ＊離職防止・定着促進＊ 

（1）目的 接遇など「養成校のカリキュラムにない」社会人としてのビジネスマナー研修の時間

を設けることで、社会人としての自信に繋ぐ。また、単園だけでは得られにくい同期

の存在や仲間づくりに繋ぐ。 

 

（2）取組内容 

   ①日時 平成 31 年 3 月 23 日(土) 9:00～12:00 

 ②会場 熊本テルサ たいじゅの間 

 ③内容 ●研修会「基本のビジネスマナーと組織の中での在り方・心構え」 

       ●交流会（ティタイム） 

 ④対象者 平成 31 年 4 月からの新規就労者 

 ⑤参加者 23 名 

 

（3）取組成果及び検証と普及・啓発について 

   ●就職先を決めた際に重要視したものは何かとの設問に対し、8 つの選択肢の中から「職場

の雰囲気」を最も重要視するとし、次いで「園の理念や方針」、三番目に「賃金」であっ

た。6 月に実施した就労希望者へのアンケートと違うのは、実際に就職をする際には「勤

務時間や休み」よりも「園の理念や方針」の方を重要したことがわかった。 

   ●在学中(就職活動中)に目にした当協会発信情報として、求人ガイド(冊子)が 76%と最も多

くかった。若者の傾向としてホームページやＳＮＳといったインターネット上の情報の活

用が多いのかと思っていたので、想定外であった。また、求人ガイドを県内全養成校、九

州内の主要養成校へ配布していることが、求人活動に大きな影響を与えていることがわか

った。 

   ●仕事を始めるにあたり不安な事として、「保護者対応」が最も多く 81%、また、3 番目に

多い「職員同士人間関係」が 48%であることから、対大人のコミュニケーションをいかに

サポートしていくことができるかが、不安解消、ひいては早期離職を防ぐポイントになる

のではないかと考えることができる。 

   ●研修が役に立ったかとの設問には、95%が役に立ったと回答をしている。研修内容にも評

価をいただいているが、同じ立場にある内定者同士(同期)のつながりができたことが、参

加者にとって有意義だったと思われる。 

   ●若手職員交流会に参加したいかとの設問に対し、「ぜひ参加したい」「参加したい」が

86%であることから、就職後の横のつながり(他園職員とのつながり)の場を、継続的に設

ける必要がある。 

 

（4）他団体が同様の取り組みを行う場合の留意点 

   3 月の開催ということで、就職先の園が「研修」での「勤務時間」扱いにするのか、個人で

の参加という扱いにしているのか、まちまちであった。団体として実施しているので、団体

内での意識の統一、ルールづくりをしておいた方がよいと思われる。 

 

（5）今後の課題について 

   参加者が少なかった。加盟園全体の内定者の半数にも満たない状況であったのは、当団体内

での意識の統一、意義の共有がきちんとできていなかったためだと思われる。全ての研修に

ついていえることだが、まずは園長の理解を得ることができないと、どんなに良い内容の研
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修を開催したとしても、参加者が増えることは難しい。また、研修に「出す」園と「出さな

い」園に属する職員間の、事業に対する温度差が広がる恐れもある。 
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【中堅職員研修会】 ＊離職防止・定着促進＊ 

（1）目的 特に女性が多い職場環境のなかで、結婚出産などを含め、ライフプランとワークライ

フバランスを考える機会を設けることにより、働き続けられる意識と環境を目指す。

また、他園職員との交流を図る機会を設けることにより、仲間づくりと情報共有に繋

ぐ。 

 

(2) 取組内容 

 ①日時 平成 31 年 3 月 23 日(土) 13:00～16:00 

②会場 熊本テルサ たいじゅの間 

   ③内容 ●研修会「私のライフプランを考えて、私のためのワークライフバランスを考える」 

       ●交流会（ティタイム） 

    ④対象者 加盟園に在籍する就労 4 年以上~管理者未満の者 

 ⑤参加者 22 名 

 

（3）取組成果及び検証と普及・啓発について 

  ●仕事を辞めたいと思うことがあるかとの設問に対し、「よくある」「たまにある」が 80%

を超えていた。6 月に実施した若手職員の数値よりも高かった。 

●結婚・妊娠・出産を、仕事を辞めるタイミングと考えている回答が 50%であった。家庭との

両立の難しさも、離職理由のひとつとなっている。 

  ●給与について、仕事内容に対して安すぎると感じている傾向にある。やりがいだけでなく、

対価としても評価されていると感じることができるような、キャリアアップを踏まえた処

遇改善が必要である。 

  ●今回の研修が役に立ったかとの設問には 77％が良かったと回答し、73％が次回も参加した

いとの回答であった。 

  

（4）他団体が同様の取り組みを行う場合の留意点 

なにをもって「中堅」とするのか、各園で勤続年数に大きな開きがあったので、中堅の基準

を提示した方が参加しやすいと思われる。 

当団体ではほぼ女性職員ということで妊娠出産をふまえたワークライフバランスの内容と

したが、男性職員がいる場合には、視点を変えた内容が必要である。 

 

（5）今後の課題について 

勤続年数を重ねても賃金が上がらないという現状とに対し、処遇改善を行うことは喫緊の課

題である。 

また、結婚出産を経ても働き続けることができる「働きながら安心して子育てができる」環

境づくりをすることは、急務である。 
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【管理者研修会】 ＊離職防止・定着促進＊ 

（1）目的 現場の要となる監視者等への研修を行うことにより、意識改革へと繋ぐ。また、相談

相手が限られる立場にある者同士が繋がりを持つことにより、孤立感の軽減を図る。 

 

(2) 取組内容 

 ①日時 平成 31 年 3 月 23 日(土) 17:00～20:00 

②会場 熊本テルサ たいじゅの間 他 

   ③内容 ●研修会「現場における管理者としての在り方」 

       ●交流会（食事会） 

    ④対象者 加盟園における主任、主幹、副園長、教頭など、設置者･園長以外の管理者 

 ⑤参加者 24 名 

 ⑥その他 食事会について実費負担 

 

（3）取組成果及び検証と普及・啓発について 

  ●仕事を辞めたいと思うことがあるかとの設問に対し、「よくある」「たまにある」が 65%

だった。園長に次ぐ役職にある者が、これだけの割合で辞めたいと思っていることに、大き

な危機感を覚えた。 

●管理者の困り感として特徴的なのが、責任の重さと休みの取りにくさであった。職員の労働

環境改善のために休暇の調整をするにあたり、自身が出勤するなどしているケースが多いよ

うだ。また、現場における責任者としての重さも、他職員にはないものである。 

  ●単園に 1~数名しかいない立場だからこそ、同じ立場にある他園の者とのつながりが重要で

あると感じている。 

  ●今回の研修が役に立ったかとの設問には 91％が良かったと回答し、70％が次回も参加した

いとの回答であった。 

  

（4）他団体が同様の取り組みを行う場合の留意点 

   管理者といっても現場に入っている者も多い為、土曜日の夕方に実施することで、少しでも参

加がしやすいようにした。 

 

（5）今後の課題について 

  他の研修受講者と違い、毎年ほぼ同じ参加者での研修になることが予想される。連続性を持た

せた内容か、または毎回「内容が重ならないような」講師やテーマにするのか、検討が必要で

ある 
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【設置者･園長へ労務状況の調査】 

（1）目的 6 月に実施した研修を受け、それ以前と以後との職場環境(労務環境)の変化状況のアン

ケートを取ることにより、効果を調査する 

 

（2）取組内容 

   ①時期 平成 31 年 3 月 

 ②内容 アンケートの実施 

 

（3）取組成果及び検証と普及・啓発について 

  ●加盟園 45 園に対しアンケートの回収が 30 園と、年度末の多忙な時期とはいえ回収率の低さ

がそのまま意識の低さに反映されているようであった。 

●人材の充足状況について、「余裕はないが足りている」が 57%であった。この状況が最も人

材確保事業への不参加の園が多かった。原因としては、研修等に職員を出す「人員の余裕が

ない」ことと、「余裕はないけれどどうにかなっている」という危機感の薄さだと考えられ

る。 

  ●園長自身が参加する事業への参加率は高いが、職員が参加する事業には「職員を参加させる」

園と「全く参加させない」園との二極化があった。 

  ●人材確保事業の成果について、単年で判断できるものではないとの指摘があった。学生や養

成校へ認知度を高めることも含め、事業を継続させることが重要である。 

  

（4）他団体が同様の取り組みを行う場合の留意点 

   単年度での設問及び回答であったが、可能であれば前年度(過去)との比較、次年度の計画を入

れ込むと、どれだけ変化(改善)をしているかが見えやすくなる。 

 

（5）今後の課題について 

  設置者園長の意識改革。 

単園で人員が充足しているから大丈夫、独自で研修を受けさせているから問題ない、というこ

とではなく、当団体の事業には「協会内での横のつながり」をもつことも目的としていること

を理解してもらう必要がある。 
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【平成 31 年度版求人ガイド発行】 

（1）目的 養成校や関係各所などへ配布することにより、就職先選択へ繋ぐ。また、就職希望者

にとって情報を得やすいツールとして定着を図る。 

 

（2）取組内容 

 ①時期 平成 31 年 1 月より作業開始 ～3 月 20 日発行 

 ②内容 団体加盟全園の就職に関する情報の掲載。就職者のニーズに応えた各種情報の掲載  

 

 

（3）掲載内容 

①各園の情報(園の規模、理念、特色・保育内容、募集職種、試験内容、雇用条件等) 

②園一覧及び地図 

③協会の紹介 

④採用に向けた流れの情報 

⑤補助金、貸付金などの制度案内 

⑥コラム「せんぱいにききました」 

⑦コラム「ママ先生座談会」 

⑧コラム「男性先生座談会」 

 

※コラムについては、学生からのニーズに対応した内容となっている 

 

 

 

 

【ホーム―ページおよびＳＮＳによる情報提供】 

（1）目的 インターネットを活用することにより、手軽に情報が入手できる状況をつくる 

 

（2）取組内容 

   ①ホームページに求人情報の掲載(随時更新) 

   ②フェイスブック、ツイッターによる協会事業の発信 

   ③LINE@による求職者向け事業の情報発信 
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